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本研究では，近交弱勢を避けることを意図した取り組みを短時間で具体的に感じ取るために，クロサ

イ(Dicerosbicornis)の国内飼育下個体群の遺伝的多様性の低下を防ぐために動物園が行っている血統登

録簿を用いた繁殖戦略を教材化し，その有用性を評価した。その結果，この教材を用いることで，近交

弱勢を回避するためにとっている動物園の繁殖戦略についての理解が高まることがわかった。また，生

態系維持のために動物園ができる役割についての理解が高まることもわかった。

1 . はじめに
遺伝的多様性は個体群内の個体間レベルと，地理的に

隔たった個体群間レベルに大別される。生物の個体数が

少ない条件や，地理的に隔たりがある場合などは，近親

交配がすすみ，産まれてくる子の数が減少し，産出子の

生存率が低下 (Lacyら 1993,Rallsら 1988) したり，精

子形態異常が増加する (Wildtら 1987,Packerら 1993)

などの近交弱勢が起こる。その原因は，通常は表現型と

して表れにくい劣性遺伝子が近親の配偶子間でホモ接合

しやすいためである。

平成21年に公示された高等学校学習指導要領では，生

態と生物多様性のなかで「遺伝的多様性，種多様性及び

生態系多様性を扱うこと。個体群の絶滅を加速する要因

も扱うこと」とある（文部科学省 2009)。確かに，個体

数の減少は分かり易い例であり，多様性を脅かすものと

して大変説明しやすい。これまでに個体数減少の極端な

例として種の絶滅を利用した教科書が多数報告されてい

る。絶滅したイブクロコモリガエル(Rheobatrachussilus) 

の例を使って学習導入に用いたもの（田中ら 2011),生息

地面積と関係があり，人為攪乱や自然攪乱の結果，絶滅

が生じやすいとして説明しているもの（吉里ら 2012, 浅

島ら 2012), アリー効果が得られない場合の説明に利用

したもの（浅島ら 2012, 本川ら 2012), 外来生物によっ

て絶滅が引き起こされやすいとしたもの（吉里ら 2012,

浅島ら 2012, 本川ら 2012)など，枚挙にいとまがない。

絶滅はそれだけ重要な概念である。ただし，絶滅を推し

進める要因のひとつである近交弱勢の影響を，資料をも

とにした作業を通じて考えさせる教材はない。

近交弱勢は生物の遺伝的多様性の低下を招き，絶滅を

進行させる可能性があり，避けるべきである。本研究で

は，近交弱勢を避けることを意図した取り組みを短時間

で具体的に感じ取るために，クロサイ(Dicerosbicornis) 

の血統登録簿を教材化し，その有用性を評価した。この

血統登録簿は，クロサイの国内飼育下個体群の遺伝的多

様性の低下を防ぐために，動物園の繁殖戦略に利用され

ているものである。

2. 目的
動物園による絶滅危惧種の繁殖戦略を参考にして，個

体数の減少を防ぐ手立てを知るとともに，近交弱勢の概

念を導入する教材を作成する。その教材を用いて学習者

の興味や理解を高めるうえで有用であるか評価するとと

もに，課題を明らかにして今後の望ましい利用法を考察

する。

3. 材料と方法
, . 血統登録簿とその改編

クロサイ国内血統登録簿（大津ら 2012)をもとに，安

佐動物公園に 1971年野生から導入されたクロサイのハ

ナとクロ（国際登録番号0181と0182)とその血縁関係にあ

るものを抜き出して改編したものを表 1に示す。

2. 血統登録簿を用いた授業の実践

2012年に広島大学附属福山高等学校 1年生において

授業を実践した。その後，生徒にアンケート調査を行っ

て生徒の理解や学習の広がりを調べた。

O授業導入(5分） 血統図を紹介して，その簡単な書き

方の例を示した。その後，安佐動物公園のクロサイ「ク

ロとハナ」を中心とした血統図を作成することを指示し

た。

O展開 1(20分） 表1のクロサイの登録個体データを 1

人に 1枚ずつ配布し，血統図を作成するように指示した。

質問がある場合は適宜受け付けた。

O展開 2(15分） クロサイは絶滅寸前の生物種である
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